
認 定 書

国 住 指 第 496号
平成 27年 7月 8日

旭化成建材株式会社

代表取締役社長 前田 宮弘 様

国土交通大臣  太田

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項に

おいて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条第人号並びに同法施行令第 108

条第一号及び第二号 (外壁 (耐力壁):各 30分間)の規定に適合するものであることを認め

る。

記

1.認定番号
PC030BE-3504(10)

2,認定をした構造方法等の名称
フェノールフォーム保温板充てん/窯業系サイディング・フェノールフォ
ーム保温板 。火山性ガラス質複層板表張/せつこうボー ド裏張/木製軸組
造外壁

3.認定をした構造方法等の内容
別添の通り

(注意)この認定書は、大切に保存しておいてください。
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(別添)

1.構造名
(10)フ ェノールフォーム保温板充てん/窯業系サイディング・フェノールフォーム保温板・火山性ガラ
ス質複層板表張/せつこうボー ド裏張/木製軸組造外壁

2,寸法及び形状等 (寸法単位 :Πlm)

3.材料構成
(1)主構成材料 (寸法単位 i nlm)

つづく

項    目 仕 様

壁  高 構造計算等によつて構造安全性が確かめられた寸法

壁  厚 129以上

壁の構造 真壁又は大壁

項   目 仕 様

柱 (荷重支持部材) 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)平成 12年建設省告示第 1452号に規定する構造用製材 (」AS)

(2)平成 13年国土交通省告示第 1024号に規定する構造用集成材 (JAS)

(3)平成 13年国土交通省告示第 1024号に規定する単板積層材 (」AS)

(4)平成 12年建設省告示第 1452号に規定する無等級材
・断面寸法 :105× 105以上
。間隔 :4000以下
。比重 :0,35(± 0.04)以上

・欠き込み寸法 (真壁仕様で、柱に内装材固定用の欠き込みを設ける場合)

欠き込み深さ :10～ 24

欠き込み幅 :内装材厚さ+3以下

(別添 -1)



項   目 仕 様

間柱 材料 :(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様

(1)期
(2)集成材

(3)単板積層材

・断面寸法 :27× 60以上

・間隔 :500以下

っづき

外装材 [1]基本オ

窯業系サイディング (以下「サイディング」という。)

・規格 :JIS A 5422

・組成 (質量%)
けい酸カルシウム化合物

有機質繊維

無機質繊維

有機質混和材

無機質混和材

65-86
1-13
0～4

14未満
27未満

ただし、有機質繊維と有機質混和材の合計が 18質量%を超えないこと。

※サイディングに使用されている繊維質原料と混和材の例

●繊維質原料
。有機質 :セルロース繊維、ポリビニルアルコール繊維、ポリプロピレン繊維等

・無機質 :ガラス繊維、ロックウール繊維等

●混和材
。有機質 :リ グi1/、 メチノ1/セルローヌ.(被水剤等
・無機質 :パーライ ト、炭酸カルシウム、マイカ等

[2]表面塗装
・種類 :(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様

(1)ア クリルウレタン樹脂系塗装

(2)ア クリル樹脂系塗装

(3)ア クリルシリコーン樹脂系塗装

(4)フ ッ素樹月旨系塗装

(5)工′ポキシ樹脂系塗装

(6)無機質系塗装

・塗布量 :200g/∬以下 (有機固形分)

[3]かさ比重

1,1(±0.2)(絶乾)

[4]形状

(1)寸法

厚 さ
幅 長 さ

最 月ヽ 最 大 最 刑ヽ 最 大

15-26 303 455 910 3640

(別添 -2)
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つづき

項  目 仕 様

外装材

(うづき)

厚 さ 重なり 隙 間

15-26 6以上 3以下

(2)端郡形状

サイディング相互の重なりと隙間

|重なり
隙間

(3)断面形状

※中空の形状

a

d t

C e

ただし、厚さ 18 える場合、厚さを増した分だけdの長さを増すことができる6

[5]張方

横張

[6]留め方          ~
金具留め (外装材留金具による。)

厚 さ 櫻囃辞架さ 容積欠損率 (%) ※中空率 (%)

15-26
最′lヽ厚さ11

以上を確保

H以下 (ただし、板厚15
を超える場合は裏面から

15の位置での欠損率とす

る。)

34以下 (ただし、板厚 18を

超える場合は厚さを増した分

だけ、dの中空部の高さを増

し中空率をあげることができ

る。)

厚さ t a b C d e

18以上 5以上 3.5以上 4以上 t― (a+c) t以下

構造用面材 材料 :火山性ガラス質複層板 (」IS A 5440)

・厚さ :9以上

っづく
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つづき

項   目 仕 様

充てん用断熱材 材料 :フェノールフォーム保温板 (JIS A 9511)又はフェノールフォーム断熱材 (」 IS A

9521)

・形状 :平板               
′

・厚さ 125(上 2)以上 (ただし、柱断面寸法以下)

・密度 (基材):24(± 3)～45(± 5)kg/m3

・面材 (基材の両面に設置):(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様
(1)ポ リエステル系不織布

・単位面積重量 :10～ 60g/∬

(2)ポ リプロピレン系不織布

・単位面積重量 :10ヽ 60g/∬

(3)ポ リエチレン加工紙

・単位面積重量 :10～ 60g/♂

(4)は り合せアルミニウムはく

(5)無機系の加工紙 (けい酸マグネシウム紙、ガラス繊維紙、アルミユウムは

く・ガラス繊維複合紙 )

(6)な し

外張付加断熱材 材料 :フ ェノールフォーム保温板 (JIS A 95H)又 はフエノールフォーム断熱材 (JIS A

9521)

・形状 !平板
・厚さ :12(± 2)～210(± 8)

・密度 (基材):24(± 3)～45(± 5)kg/m3

・面材 (基材の両面に設置):(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様

(1)ポ リエステル系不織布

・単位面積重量 :10～ 60g/ポ

(2)ポリプロピレン系不織布

・単位面積重量 :10～ 60g/だ

(3)ポ リエチレンカ日工紙
・単位面積重量 :10～ 60g/ポ

(4)は り合せアルミニウムはく

(5)無機系の加工紙 (けい酸マグネシタム紙、ガラス繊維紙、アルミニウムは

く。ガラス繊雅複合紙)

(6)な し

内装材 材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様

(1)せっこうボード

・規格 :」 lS A 6901 GB R
。厚さ :9,5以上

(2)強化せつこうボー ド

・規格 :」 IS A 6901 GB― F

・厚さ :12.5以 上

・端部形状 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様

1)ス クエア       イ

2)テーパー

3)ベベル

(別添 -4)



(2)副構成材料 (寸法単位 :mm)
項   目 仕 様

通気胴縁 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

①夢壁わオ

(2)合板
(3)鋤
(4)瞬 層材
・断面寸法 :厚さ9～40、 幅 30以上 (柱部は幅 30以上 2枚又は幅 60以上 1本鬼
1枚とする場合は、留付材の留付間隔ごとに留付本数を2本以上とする。)
・間隔 :500以下

防水紙 材料 :(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様
(1)アスファル トフェル ト
・規格 :」IS A 6005
・単位面積質量の呼び :430以下
(2)透湿防水シー ト
・規格 :」IS A 61H
。厚さ :0,2以下
・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプロピレン系
・表面アルミニウム蒸着仕上げ 11)又 は 2)のいずれか一仕様
1)あ り
2)な し

(3)な し

防湿気密フィルム 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様
(1)住宅用プラスチック系防湿フィルム
・規格 :」IS A 6930
・厚さ :0.2以下
(2)包装用ポリエチレンフィルム
・規格 :」 IS Z 1702
・厚さ :0,2以下
(3)農業用ポリエチレンフィルム
・規格 :」 IS K 6781
・厚さ :0.2以下
(4)な し

補助桟

(外張付加断熱材

の厚さが 105を超

える場合設置 :105

以下は必要に応 じ

て設置 )

材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様
(1)期
(2)合板
(3)集成材
(4)単板積層材
・断面寸法 :15× 30以上

・間隔 :500以 下

内装受材 (真壁仕

様で、柱に内装材

固定用の欠き込み

を設けない場合)

材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様
(1)期
(2)合板
(3)集成材
(4)瞬 層材
・断面寸法 :15× 15以上
・間隔 :4000以下

(別添-5)
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項   目 仕 様

外装目地材 材料 :(1)、 (3)、 (4)、 (1)と (2)の併用、 (1)と (3)の併用又は (5)の うち、いずれ
か一仕様
(1)シーリング材
・材質 :1)～ 6)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リウレタン系樹月旨
2)ア クリルウレタン系樹脂
3)ポ リサルファイ ド系樹脂
4)変成ポリサルファイ ド系樹脂
5)シ リコーン系樹脂
6)変成シリコーン系樹脂
・使用量 :56g/m以上

(2)バ ンクアツプ材
。材質 :1)～ 5)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系樹脂
2)ポ リステレン系樹脂
3)ポ リウレタン系樹脂
4)ポ リプロピレン系樹脂
5)塩化ビニル系樹月旨
・使用量 :2g/m以上

(3)ハ ット形ジョイナー
・材質 :1)～ 10)の うち、いずれか一仕様
1)溶融亜2日`めつき鋼板 (」 IS C 3302)
2)塗装溶融亜鉛めっき鋼板 (JIS C 3312)
3)溶融亜鉛 5%アルミニウム合金めっき鋼板 (JIS G 3317)
4)塗装溶融亜鉛 5%アルミニウム合金めつき鋼板 (」 IS G 3318)
5)溶融 55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (JIS G 3321)
6)塗装溶融 55%アルミニタムー亜鉛合金めつき鋼板 (JIS G 3322)
7)ポ リ塩化ビニル被覆金属板 (JIS K 6744)
8)熱間圧延ステンレス鋼板 (」 IS G 4304)
9)冷間圧延ステンレス鋼板 (」 IS G 4305)
10)溶融亜鉛―アルミユウムーマグネシウム合金めっき鋼板
(指定建築材料国土交通省大臣認定第MSTL 0064号,0065号 ,0069号 ,0070号 )
。厚さ:0.25以 上

(4)金属ジョイナー
・材質 :(3)の 1)～ 10)の うち、いずれか一仕様
・形状 :ハ ット形、H形
・厚さ :0.25以 上

(5)な し

内装目地材 材料 :(1)、 (2)又は(2)と (3)の併用のうち、いずれか一仕様

(1)な し

(2)せつこうボード用目地処理材
。使用量 :100g/m以上

(3)ジョイントテープ
。材質 :ガラスファイバーテープ

・寸法 :幅 50、 厚さ0.15～0.20

(別添 -6)
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項   目 仕 様

留付材 [1]外装材留金具
・材質 :(1)～ (10)の うち、いずれか一仕様
(1)溶融亜鉛めっき鋼板 (」 IS G 3302)
(2)塗装溶融亜鉛めっき鋼板 (」 IS G 3312)‐
(3)溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板 (」 IS G 3317)
(4)塗装溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板 (」 IS G 3318)
(5)溶融 55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (」 IS G 3321)
(6)塗装溶融 55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (」 IS G 3322)

(7)ポリ塩化ビニル被覆金属板 (」 IS K 6744)

(8)熱間圧延ステンレス鋼板 (JIS G 4304)
(9)冷間圧延ステンレス鋼板 (」IS G 4305)

(10)溶融亜鉛―アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板
(指定建築材料国土交通省大臣認定第MSTL 0064号 ,0065号 ,0069号 ,0070号 )
・形状 :

○

f

h

d

J陛

O

f

h

d

b=bi十 b= a=a十 そ[夕 、b=b ttb」 引墜

w:幅  40以上
h:高さ 40以上
w tt h:幅 と高さの合計 90以上
ti鋼板の厚さ 0,8以上
a:上部ツメの幅 15.8以上
b:下部ツメの幅 14,0以上
c:上部ツメの長さ 4,2以上
di下部ツメの長さ 4.6以上
ei上部ツメの掛かり高さ4,0以上
f:下部ツメの掛かり高さ4,2以上
上部と下部のツメの総掛かり面積

,留付間隔 :横方向 500以下
175mm2以上 [(a× e)+(b× f)]

さ による

Ｏ

ａ

Ｏ

ａ

つづく
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項   目 仕 様

留付材

(つづき)

[2]外装材留金具固定用

材料 :(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様

(1)ス クリューくぎ
・材質 :0大又はステンレス鋼
・寸法 i φl.9以上×L32以上

(2)リ ングくぎ
。材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l,9以上×L32以上

(3)タ ンピンねじ

・材質 :鋼又はステンレス鋼
。呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

・留付間隔 :500以下

[3]通気胴縁・補助桟固定用

材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様

(1)く ぎ

・材質 :鉄又はステンレス鋼

・寸法 :φ 2.45以上 Xし45以上

(2)ビノ7、

・材質 :鋼又はステンレス鋼

・呼び寸法 :ゎ 3.0以上×L38以上

・留付間隔 :500以下

[4]内装材固定用

材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様
(1)く ぎ

`材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :ψ l,9以上×L32以上

(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼

・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

・留付間隔 :200以下

[5]構造用面材 。内装受材固定用

材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様
(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 2.15以上×L38以上

(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3,0以上×し25以上

・留付間隔 :500以下

l男可添 -8)
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項   目 仕 様

留付材

(つづき)

[6]断熱材固定用

材料 :(1)～ (7)の うち、いずれか一仕様

(1)く ぎ

・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(2)(片面・両面)粘着層付きテープ
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴム系
3)ア クリル系
4)ポ リエステル系
5)ア スファル ト系
6)ポ リエテレン系
7)ポ リプロピレン系
・使用量 :1)～ 4)420g/∬以下

5)～ 7)280g/∬以下
(3)アル ミニウムはく・粘着層付きテープ
・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエステル系
2)ポ リエチレン系
3)ポ リプロピレン系
・使用量 :1)420g/♂以下

2)～ 3)280g/∬以下
(4)ス プレーのり
。材質 :合成ゴム系樹脂
・使用量 :100g/だ 以下

(5)接着剤
・材質 :1)～ 8)の うち、いずれか一仕様

1)エポキシ系樹脂

2)酢酸ビニル系樹脂
3)ゴム系

4)ア クリルウレタン系樹脂

5)ポ リウレタン系樹脂

6)変成シリコーン系樹脂

7)EVA系樹月旨
8)ク ラタック系樹脂
・使用量 :400g/ポ以下

(6)ステープル

・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :肩幅 9,6以上、足長 10以上

(7)な し

っづく
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項   目 仕 様

留付材

(つづき)

[7]防水紙 。防湿気密フィルム固定用
材料 :(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様
(1)ステープル
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :肩中目り,6以上、足長 10以上
(2)(片面・両面)粘着層付きテープ
。材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴ ム系
3)ア クリル系
4)ポ リエステル系
5)アスファル ト系
6)ポ リエチレン系
7)ポ リプロピレン系
`使用量 :1)～4)220g/ポ以下

5)^-7)150g/ポ 以下
(3)アルミニウムはく・粘着層付きテープ
・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエステル系
2)ポ リエチレン系
3)ポ リプロピレン系
。使用量 :1)220g/ピ以下

2)～ 3)150g/∬以下   I
(4)ス プレーのり
。材質 :合成ゴム系樹脂
。使用量 :100g/だ以下
(5)な し

シール材 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様
(1)(片面 ,両面)粘着層付きテープ
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)ブチルゴム系ヽ

2)EPDMゴ ム系
3)アクリル系
4)ポ リエステル系
5)アスファル ト系
6)ポ リエチレン系
7)ポ リプロピレン系
・使用量 :1)れ 4)120g/m以下

5)～ 7)80g/m以下
(2)アルミニウムはく。粘着層付きテープ
・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエステル系
2)ポ リエチレン系
3)ポ リプロピレン系
・使用量 :1)120g/m以下

2)～ 3)80g/m以下
(3)シール材
・材質 :1)～ 6)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リウレタン系樹脂
2)ア クリルウレタン系樹脂
3)ポ リサルファイ ド系樹脂
4)変成ポリサルファイ ド系樹脂
5)シ リコーン系樹脂
6)変成シリコーン系樹脂
。使用量 :100g/m以下
(4)な し

(別添 -10)



4.構造説明図

図 1～8に構造説明図を示す。

(1)構造用面材 :あ り、内装材 :真壁(切欠き仕様)、 断熱材 :充てん十外張付加

5側以下

間桂

さlX〉以下

ぬ崇樹

防級趙 フィルム

発てん賜断熱材

務本紙

営体材〔舛装村錮食熟)

(寸法単位 :mm)

外機オオ

シ ー

キ床下地奪む
策,X切

■押艤対象外

■スターター

輔よ紙・防江気常フィルム闇超用)

透1見図

図 1構造説明図

■碁賤
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/

r

クト猿李オ

外験隠
'也

穂

過気例曝

留付141外餞材瞬金11鯨建用シ

外翻サ加跡撫↑オ

留村材 (跡熱初薗雀鶏〕

指漁臓面IJ

遺気樹樹

外疑剃

留lJ朽毛紹線倒定用]〕

留側材 t夕1犠ぶB留金典,

鸞け材 t外熊招留金凛回定用 1

留f寸材 (舛蟄材聟金知

―ル将

R'1水うヽ 辮〈守樹 (務氷拙臓I定翔, 留掏材 (濶博固定用)

外〕愚句加団雄鬱

ィルム

水平僚片面図

留付本J`4薇途踊面飼爾窪用〕

留付輔 (内獲初回だ用〕

売てん月a齢掛材

イルム

鉛題断面図

図 2構造説明図

密付韓オ(Uユ難樹国婢用
'4R燈粛隠千11

留情翻(IB鯰用獅i期コ定用)

関接

t(1芸祟 曽 と|'フ ν州ャ′、憫 士 題ヽ
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(2)構造用面材 :あ り、内装材 :真壁(受材仕様(1))、 断熱材 :充てん+外張付加

5(Xl収下

う00以下

う∞以下

内機材

嚇濯気鞍フィルム

荒て

l薦強,硼面材

暫村招
`外

畿材留金具)

X麻下地材

留村今オ▼嚇ネ剪撮・ E海湛気密フイルム固定瀬
'■スタ…

'一
:ヽ土造|

ン

(寸法単位 :mm)

外機材

*水切

キ汗価鉗鍮外熊基聰

透ネ見図

図 3構造説明図

(別添 -13)



驚をヽす材(鉢横朽留金角,

智村帯オ(断黙財固定用)

情幻用面付

留構協千償擢用箇材固定翔〕

盟付材 〔内豪毀材回建脚:

外後日
'0ケ

4

遇気瀬齢

観付材 (外捜羽観後典働定用 :

鶴樹材 (虞r熱材圃足用,

構造丁瘤厨材

蔭幻切緑

外装材

筋求蛾

鸞付材幅婢回建用】

瞥付初 (外 後材留金員)

購水浄転 留オヽ奪材 ミ舗水墨向駕用) 留付材 l溺韓固建濡)

外策〈寸畑断隷材

ィ′しム
充てん用断齢材

水平断面団

留哺協 1す円造用頴,博園建爆 )

｀ヽ
.、__観ィサ劇(内為初I護建常)

充てん局断除帝オ

防滋気彎フイル r、

鉛鷺断面図

図 4構造説明図

(妨混気職フィルム廟章用)
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(3)構造用面材 :あ り、内装材 :真壁(受材仕様(2))、 断熱材 :充てん+外張付加

う00名XT

(寸法単位 imm)

外裳樹

う00以下

500以 下

う00以下

防裁気喉∫フィルム

茄て

観付材(外機猜留登典Ⅲ

,床下
'と

構

とヽスターター

(防水紙・館洩魚臼フイルム麟〕定局)

透視国

図 5構造説明図

や本勁

■,甲鶴対象外

逆と台

翠基盛
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夕十袋憾

外猿目地材

通気溺は

留械初と外袋郷紹盗典1翻夕営用)

外う時fり加断勢材

観付拿r(断

'4守

オ囲倉用す

,障 )｀歯隔爾材

涵知隠

ダ.祭樹

超付材桐 躙凱完周〉

留イも材【外銭

`.す

留金具

'

(外漉とな留金腱覇I定用,

盟イuttt外鎮オ▼留金員)

レ朝

留fuヰオI節熱制Ittl竃用I

鸞B通用閲館

留村射(伯造用慧I材鶴定痛う

旧d柱

留付材 ミ内終費切臓〕傘チ欄)

防,k抵 留村胡 (防水盤箇窟翔ユ 留付初 (勝碍園寵!用ユ

外驀付加断跡材

ワイルム 丸ぞん窮齢熱材

水平断面図

団付鶴 41欝 毯用満初国産帰〉

留村朽 (内教材団建陶)

曲淡 4オ

究てA′翔新強窮

防漫気裕フィ′クム

飴直断面図

図 6構造説明図

(騎漑気書フィルム回驚用

'
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(4)構造用面材 :あ り、内装材 :大壁、断熱材 :充てん+外張付加

う00以下

う00以下

500以 下

S∞以下

紡経気驚フィルム

充て

伯輝↑ヽす材(夕 籟ヽ材る盟Φ翔

7・床下地材

曽付材(防水孝1・「力溺気鬱フイルム固定用〕

※スターター

X殖:喪

避視図

図 7構造説明図

(寸法単位 :mm)

外瀬材

求水切

Ⅲ絆盛対象

'ト
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,卜嶺羽

外機固地材

適鰯 彙

留甘J期
`外

舞翻辮金畠i蓮 鷲獨う

郎lヽ ful‖罐 4J

盟付材(断銀精国綸用,

4ヽ増用磁I摘

逢気欄e供

外S毎材

露付|オ (冽埠allt肘 ,

紹イサ打(外染材製伐掬ユ

観村初 (外後打智食呂画建踏う

留付材

`外

機材留金欝

シール材

鵜造用画材

盟〈ヽ1判 (鶴溢燻蘭制薗盆窮〕

為袋園地衛

`'】

水4t 超付今オ (筋水寺段嗣定用ヨ 曽付材↑彗峰闘鷹路Ⅲ

ィナしlA

水平断面図

留村村をR毯婦函材慟雉厠〕

留1寸第f内競村扇定用

'

売てん用勧総縛

笏湿気密フィルム

鉛直断面図

図 8構造説明図

鰯 気翻ク rツ♭ム

`協

定輝

'

内僚材
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5.施工方法等
<施工図>
図 9～ 13に施工図を示す。

内雄庁オ

防水持h

防泌寝(鬱 バネル性|オ
フィ,レム

外餞国地材

猟ぞん需断舘材

/奸補

歳ズ外オ】

~~莞
てん用断襲村

ィ.イ   防避気蓄フイルム

・――イ咋下
'0材｀

一一 単土台

lT付材 (,l盤材留金撲〉

(寸法単位 :mm)

外 l離付加断熱材

水平断面図

■,千裏防火l出識

外選強,オーー

外強付加断熱初

防氷4L―― _

留村衛 (外船材解金貝〕 !ヽ、、、

爺気と隣韓

米エタ コー

栄水切

■基醜

鉛直断面図

充てん十外張付加断熱の施工例

図 9 施工図

(別添-19)
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<外張付加断熱材の納まり例① :外張付加断熱材厚さ105mm以下>

岡住―一 i

弁ユ

防迎気脅フィルム

究て

透視図

適気綱嫁

樹付初,綸,鶴材切定鳩)メ
/

(断熟村凹建用〕

継

防理気認タイルム

水平断面図

図 10 施工図

,1張付加断熟村

(砧穏 l翻定鰐シ

外

＼``
一― 防水紙

外壊4ォ

翌日`運斯画図

‐`―
発
イ

『
ん用謝熱をオ

フ・rルム
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<外張付力l断熱材の納まり例② :外張付加断熱材厚さ105mm以下>

構

防爛気密フィルム

充て

透視図

紹付胡 館゙切犠閣驚用

'

望付材綿聯凹瞭酵研

―́外装材

外襲付加断輸材

,膚水紙

勘知鴨松

督I付打

(断協材園建用,

(l円楡岡慮月l)

,I粟11加 断熱財

'憎

姦材

鉛直断面図

柱 肉後守甘

妨避気密ワィルム
Ⅲ 充てん用浙熱館 フィサレl、

水平断面図

図■ 施工図
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<外張付加断熱材の納まり例③ :外張付加断熱材厚さ105mmを超えて 210mm以下>

内袋切一―

防瀧気機フィルム

夢もて

補助1豊一一 iヽ

11'憐日)

透視図

外再B付加l新″お材
(2廟 目,

鶴)

(1湘跡141d泣'用〕

闊付材

(脚 館用す

(晰熱材固定用

'

Fi瘤目)

遺気硝餘…

柱 内毅材
｀
l‖l粧 防ぶ4と  、`

防湛気藍フイルと
~′

水平断面図 鉛直断面図

図 12 施工図

出お桂

継

外B長付加斬帥材

帷厖目〕

防水撤

逸気

'科

ユ々

外鏡材

ん用断熱材

筋湿気縛

フォ,レム

干
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<外張付加断熱材の納まり例④ :外張付力日断熱材厚さ105mmを超えて210mm以下>

柱

防湿鈍鬱フィルム

売て

輔助機

・` 防水柵

(1暦臼)

外袋材

重視図

外i魯

"加

礎帝貫11"

(2蔵 目,

留付村 【lttAむ 4省回宅用,

留l'福

r観総1置 慮用)肪本紙

補助t舟

観付材
~｀

I協 F,4↑打団鍵,熙】

外ユミ付加断卜1材

(1漁 1固
'

革並―イ  l^l遊登ぉ

外絞常ガ

筋起気露フィルム ん湾犠F描材

水平断面図 γ向`直断面図

図 13 施工図

外月費付加腑府熟材

(つ爾目)

向業申′J

｀``
｀ 防滋気鴛
フィルム
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<施工手順>
(1)下地組等

柱及び間柱は、反 り曲がりのないものを使用し、土台に垂直に取り付ける。

(2)断熱材の取付け

充てん用断熱材は、隙間が生じないように、柱・問柱問等に充てんする。

外張付加断熱材は、柱及び問柱、あるいは構造用面材の上に断熱材固定用留付材を用いて、隙

間が生じないように取り付ける。

外張付加断熱材の厚さが 105mmを超える場合、下地胴縁等を用いて外装材支持力が低下しな
い処置を施す。

外張付加断熱材を施工する場合は、下地胴縁及び通気胴縁固定用留付材の埋め込み深さを

40mm以上とする。        !

(3)防湿気密フィルムを張る場合

防湿気密フィルム固定用留付材を用いて、たるみやしわのないように、充てん用断熱材より室

内側に取り付ける。

(4)シール材を貼る場合

断熱材あるいは構造用面材の目地の上部から、剥がれないように貼る。

(5)防水紙を張る場合

横張を原則とし、所定の重ね代を確保した上で、防水紙固定用留付材で仮固定する。

(6)胴縁の取付け

断熱材の上に,胴縁固定用留付材を用いて取り付ける。

(7)外装材の取付け

目地にずれが生じないよう、外装材留金具、外装材留金具留付材を用いて取り付ける。

(8)内装材の取付け

内装材用留付材を用い、柱及び問柱等に取り付ける。
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